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This paper describes a Topicalization Support  from a set of news programs, i.e., extracting the interests of a newscaster 
and television watchers. We focus onto news programs and analyze the relation of keywords that the newscaster used in the 
TV program and the audience-rate rating using the quantification theory. Based on the results, we propose the technique to 
presume television-watchers’ interests and to harness it for distilling the future interests of castered comments. 

 

1. はじめに 
考えや意見を述べるとき，話し手は自分自身の関心に基づ

いて発言していると考える．対話には当然，聞き手が存在する
ため，話し手は自身の関心を把握した上で，聞き手の関心を考
慮して発言することによって，さらに話題は盛り上がると考える．
認知科学においても Grice は人間同士の会話における協調性
を重要な要素として捉えている[Grice 1978]．特に不特定多数
が視聴するテレビ番組では，聞き手である視聴者の関心を掴み，
視聴率を維持または向上できれば，それはテレビ局，出演者や
CM を提供する企業にとってビッグチャンスとなる．視聴率は，
マーケティングの調査データとしても利用され，世間の関心のあ
る事柄を数値化したデータである[ビデオリサーチ]．そのためで
きる限り番組内容に，番組制作者側の主張を盛り込んだ上で，
視聴者の関心を反映させることが重要である[吉村 03]．  

そこで本論文では，コメントを述べる機会の多いニュース番組
の発言内容に着目する．その上でキャスタ自身の関心と視聴者
の関心を把握して，キャスタが主張したいコメントを考えるため
の話題構築支援について提案する．本提案では，まずキャスタ
の関心事である発言内容からキーワードを抽出し，キャスタの関
心があるキーワードを抽出する．次にそのキーワードと視聴率の
関係から，視聴者に関心があるキーワードを抽出するために，
数量化 I 類を使って解析する．そして，キャスタにとって関心は
低いが視聴者には関心の高いキーワードを抽出することで，次
回以降の番組のコメント内容に活かす手法を提案する．素材と
して，TBS系列で放送されている News23(月-金，22 時 54 分-)
のコーナーの一つである多事争論を取り上げた[News23]．多事
争論では，メインキャスターの筑紫哲也氏が時事問題などにつ
いて，筑紫氏独自の観点からコメントをするコーナーである．本
論文では，Web 上に公開されている内容から 2002 年 10 月 3
日から2002 年 12 月 16 日までを取り上げた． 

以下，2 節で数量化 I 類を利用した解析手順の詳細を述べ，
3 節で解析結果，4 節で視聴者の関心のあるキーワードを抽出
し，話題構築支援のための方法について考察を述べる．最後に
5 節で，まとめと今後の展望について述べる． 

2. 解析手順 
本論文の解析手順について，実際に多事争論のデータを用

いて紹介する．解析手順は大きく 2 ステップ，筑紫氏の関心を
推定する解析前処理ステップと視聴者の関心を推定する数量
化 I 類解析ステップに分けられる．  

2.1 解析前処理ステップ 

前処理ステップでは，数量化 I 類で解析するデータを準備す
るほか，頻繁に出現するキーワードからキャスタの関心を推定
することを行う．以下に解析前処理ステップの 3 プロセスについ
て説明する．  

(1) 形態素解析によるキーワード抽出 

まず筑紫哲也氏の発言内容を茶筌[茶筌]によって，形態素
解析し，単語列だけを抽出する．本処理では，名詞，形容詞，
副詞，動詞，未知語を残し，助詞や助動詞は，頻出単語である
が，通常キーワードになりえないのでストップワードにする．  

(2) 出現頻度の高い単語のリストアップ 

次に(1)のキーワード抽出から出現頻度の高い単語順にリスト
アップを行う．このことにより，筑紫氏にとって関心の高い単語が
わかる． 

2.2 数量化 I 類による解析ステップ 

数量化 I 類は，複数のカテゴリ変数から一つの外的基準への
影響と効果を数量化して解析する手法である[岩坪 87]．ただし，
キーワードの有無といったカテゴリ変数を扱う場合は，ダミー変
数を導入する．  

本分析では，カテゴリ変数を前節で抽出したキーワードが多
事総論の各オンエアで発言されなかった場合を「0」，発言され
た場合を「1」としたダミー変数を導入した．外的基準は視聴率
データを用いた．視聴率データは，ビデオリサーチ社が発行す
るデータ集をもとに，News23 の平均視聴率を利用した [ビデオリ
サーチ 02]．以上のデータを用いて数量化 I 類の解析を行う．
本論文では数量化 I 類の解析結果である各単語が視聴率に与
える影響(カテゴリスコア)を用いる．このことにより，視聴者にとっ
て関心の高い単語がわかる． 

3. 解析結果 
表 1 は，前節 2．1 で求められた筑紫氏が発言した単語中で

出現頻度の高い上位 10 位である．筑紫氏にとって関心の高い
単語は，「国」「問題」「アメリカ」の順で上位にランクされている．
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理ステップから頻繁に出現するキーワードは彼の関心ともいえる
キーワードであるといえる．  

表 2 は，前節 2．2 で求められた数量化 I 類で解析した結果
であるカテゴリスコア表の上位 10 位である．視聴者にとって関
心の高い単語は，「北朝鮮」「小泉」「一つ」の順で上位にラ
ンクされている．これは，視聴率にプラスの要因となる単語は
視聴者にとって関心の高いキーワードであるといえる．  

4. 考察 
本節では，筑紫哲也氏カテゴリスコアによる視聴率予測と内

容について考察する．また Keygraph[大澤 99]を用いた話題構
築支援についても述べる． 

表 1 と表 2 を比較すると，上位 10 単語中で両者が一致して
いる単語は，「一つ」，「言葉」，「世界」，「形」であった．これらの
単語から，筑紫哲也氏と視聴者は抽象度が高く概念的な単語
に対して関心が一致している．一致していない単語を見ると，筑
紫氏は，「国」や「日本」の「問題」や「アメリカ」の「戦争」といった
ことに関心が高いことがわかる．それに対して，視聴者は，「北
朝鮮」，「小泉」氏や「政府」について関心が高いといえる．この
ことから両者の関心の高いキーワードには若干のズレがあると
いえる． 

また Keygraph と数量化 I 類による解析結果から得た視聴者
の関心が高いキーワードを用いて，将来の話題の例を考えてみ
ることにする．Keygraphは，出現頻度の高い単語群の共起関係
から文書の主張を取り出すことができる情報視覚化ツールであ
る[大澤 99]．図１は，Keygraph を利用して，視覚的に筑紫哲也
氏が多事総論で発言した３か月分の主張を表している． 視聴者
にとって関心の高いキーワードである「北朝鮮」と「小泉」氏や
「一つ」と「政府」を中心に，Keygraph の図を見てみることにする．
視聴者の関心が高い「北朝鮮」に対して関心が高いと考えられ
る．また「問題」や「国」といったキーワードは筑紫氏にとって関
心の高いキーワードと結びついていることがわかる．さらに「小
泉」は，筑紫氏にとって，話題の中心ではないこともわかる． 

これらを踏まえると，今後の話題の案として，「国の一つの問
題」という話題が，両者にとって関心の高い話題だと考えられる．
具体的な話題の案として「小泉首相や政府の問題の一つは，北
朝鮮の核問題である」といった考えから独自な論を展開すること
が，筑紫氏と視聴者の関心とが一致すると考える． 

本手法は，例えば放送後に更新される Keygraph を見ながら，
数量化 I 類の解析結果による視聴者の関心の高いキーワード
を考慮することで，キャスタにとって，新しい話題の発見と示唆
を与えることになる． 

図 1. Keygraph による3か月分の発言結果 

5. まとめ 
本論文では，ニュース番組に着目し，キャスタと視聴者の関

心を抽出して，それぞれの関心の違いを気づかせることによっ
て，次回のコメントに生かす提案手法について述べた．本手法
によって，話し手と聞き手の関心の違いを抽出することができた．
話し手は聞き手との関心の違いを認識することで，聞き手の関
心にも配慮したコメントを作成することができる． 

その分析対象として筑紫氏のコメント内容と視聴率との関係
から，筑紫氏と視聴者の関心が高いキーワードに違いがあるこ
とがわかった．具体的には筑紫氏の関心が高いキーワードを出
現頻度から抽出し，この出現頻度の高い単語と番組平均視聴
率から数量化 I 類を用いて，視聴者の関心の高いキーワードを
抽出した．このことにより，客観的なデータの分析結果から筑紫
氏と視聴者の両者が関心の高いキーワードを発見し，主観的な
方法で新しい話題を発見していく手段の可能性を示した． 

今後は，数量化 I 類の解析結果であるカテゴリスコアの結果
の妥当性や視聴率と相関の高いキーワード抽出なども課題とし
て追記しておく．そして視聴率と相関の高いキーワードを抽出
することによって，視聴者である世間の関心の抽出へとつなげ
ていきたい． 
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アイテム カテゴリスコア

北朝鮮 2.58322

小泉 1.17335

一つ 0.69505

政府 0.57371

言葉 0.20029

主義 0.14406

自分 0.14343

世界 0.04047

形 0.00531

拉致 -0.01301

出現順位 キーワード

1 国

2 問題

3 アメリカ

4 日本

5 戦争

6 議論

7 自分

8 一つ

9 世界

10 関係

10 言葉

10 形

表 1.出現頻度の高い単語      表 2. カテゴリスコアの高い単語   


